
第六次筑後市総合計画及び第２期筑後市人口ビジョン・総合戦略の策定に向けた意見募集結果 

１．意見等の募集期間 令和元年９月５日（木）～令和元年９月２６日（木） 

２．計画案の公開場所 市ホームページ、市役所本庁舎総合案内窓口、市立図書館、企画調整課 

３．意見提出数    ３件（１人） 意見提出方法の内訳：電子申請 １人 

 寄せられた意見と、それに対する市の方針を、一覧表にして掲載します。 

No. 意見 内容 市の考え方 

1 農業用廃ビニー

ル再生処理施設

を誘致してほし

い 

筑後市に農業用廃ビニール再生処理を誘致して、施設園芸で出される廃棄ビニールを

処理できる体制を作ってほしい。 

昨年から廃棄ビニールの受け入れを中国がやめた影響で、ビニールやマルチの処理が

滞っている状況です。処理する体制を整備しないと処分に困り不法投棄にもつながりか

ねません。 

筑後市で施設園芸を持続的に行うためにも事業で出る廃棄ビニールを処理する体制を

構築してほしい。 

農業用廃プラスティックの処理は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で、農業生産者

に対して産業廃棄物として適正な処理を行うことが義務付けられています。そのため筑後市で

は、生産者、関係団体により協議会を立ち上げ、その協議会が中心となって、処理にかかる支

援を適正に実施しています。 

また、農業用廃プラスティックの実際の処理は、民間業者に委託していますが、特殊処理の

ため事業者数も限られており、新規での民間事業者の参入も厳しい状況にあるようです。 

処理業者数が限られているとはいえ、民間事業者が既に事業実施している分野に行政が事業

参入することは困難であると考えています。 

当市での処理体制の構築は、引き続き上記の協議会で実施していく方針としていますが、回

収、処理方法がより適切となる体制、施策の構築を今後も検討していきます。 

2 トンネルコンポ

スト方式のゴミ

処分の採用 

トンネルコンポスト方式のゴミの処分を採用し、その過程ででる固形燃料を施設園芸

の暖房に利用するサイクルを構築してほしい。 

香川県三豊市が導入したトンネルコンポスト方式はゴミを微生物で分解し残ったビニ

ルなどを可燃性の固形燃料にして企業に販売しています。 

施設園芸でのいちごの栽培には、暖房のために重油を利用しています。筑後市ではト

マト、ナス、ぶどうなどほかにも重油を利用している農家がたくさんいますが、毎年重

油の流出事故が発生しています。 

ゴミを処分する過程で出る固形燃料を利用し、ボイラーなどで施設園芸の暖房をする

という循環ができれば環境にも持続的な農業経営にも役立つと考えます。 

現在、八女西部クリーンセンターでのごみの焼却は「熱分解・燃焼溶融炉」方式で、平成

12年 4月から稼働しています。八女西部クリーンセンターは、令和 16年度まで使用すること

が決定しています。 

今後、更新の時期を迎えるにあたり、ご提案いただいたものも含め焼却方式の検討を行って

まいりたいと考えています。 

3 外国人技能実習

生が地域に溶け

込めるような政

策をしてほしい 

近年、外国人技能実習生や筑後市で働いている外国人が増加しています。そういった

人たちが孤立しないように地域に溶け込んで働きやすい環境を作ってほしい。 

また、私達住民にも外国人の方の文化や国民性を理解できるような機会を設けてほし

い。 

知り合いでも外国人技能実習生に働いてもらっている人がおり、これからも外国人の

労働力がますます必要となっています。 

愛知県などの先進的な取り組みを参考にして筑後市は外国人労働者が働きやすいとい

うイメージをつくってほしい。 

日本に暮らす外国人は、平成 30 年末には 273 万人を超え、過去最高を記録するなど、近年

増加の一途をたどっています。筑後市においても令和元年 9月末現在で 520人となり、年々増

加しており、今後も続くものと予想されます。また、それら外国人の日本への定住傾向が強ま

るとともに、その家族も増加し、日本で育つ外国人の子どもも多くなってきます。 

多文化共生社会の実現にあたっては、国籍や民族などの異なる人々が互いの文化的差異を認

め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会を構成する様々な主体がともに取り組んで

いくことが重要であり、取り組みとしては、多様な文化背景に配慮した受け入れ環境の整備や

啓発イベント、交流機会の創設などが挙げられます。 

まずは、翻訳機の導入による住民サービスの多言語対応や相談体制の整備をはじめ、交流機

会の創設に向けて推進体制の構築などから進め、在住外国人と地域住民とが安心して暮らすこ

とができる地域づくりを進めて参ります。 

 


